
〈
一
　
般
〉
▽
知
っ
て
、
楽
し
む
松
田

教
授
の
温
泉
道
（
松
田
忠
徳
）
▽
野

菜
博
士
の
お
く
り
も
の（
中
西
出
版
）

▽
１
Ｑ
８
４
〈
１
・
２
〉（
村
上
春
樹
）

▽
骸
骨
ビ
ル
の
庭
〈
上
・
下
〉（
宮
本

輝
）
▽
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
か
ら
お
帰

り
な
さ
い
（
荒
井
和
子
）
▽
廃
墟
に

乞
う
（
佐
々
木
譲
）
▽
逃
亡
者
（
折

原
一
）

〈
児
童
書
〉
▽
大
人
に
な
っ
て
も
忘
れ

た
く
な
い
・
い
も
と
よ
う
こ
世
界
の
名

作
絵
本〈
全
７
巻
〉(

金
の
星
社)

▽
大

人
に
な
っ
て
も
忘
れ
た
く
な
い
・
い
も

と
よ
う
こ
世
界
の
名
作
絵
本
第
２
期

〈
全
５
巻
〉（
金
の
星
社
）

〈
一
　
般
〉
▽
新
参
者（
東
野
圭
吾
）▽

竜
の
道
（
白
川
道
）
▽「
く
さ
い
ろ
」

の
童
話
集
（
ア
ン
ド
レ
・
ラ
ン
グ
）

▽
偽
小
籐
次
（
佐
伯
泰
英
）
▽
石
狩

平
野
・
続
石
狩
平
野
（
船
山
馨
）
▽

墨
染
の
鎧
〈
上
・
下
〉（
火
坂
雅
志
）▽

函
館
水
上
警
察
（
高
城
高
）
▽
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
河

岡
義
祐
）
▽
差
別
と
日
本
人
（
野
中

広
務
）

〈
児
童
書
〉
▽
ル
ー
マ
ニ
ア
ど
こ
か
ら

来
て
ど
こ
へ
行
く
の
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

あ
な
た
の
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か
？

（
山
本
敏
晴
）

　
　
月
３
日（
土
）「
第
27
回
洞
爺
湖

　
　
町
消
費
生
活
展
」が
あ
ぶ
た
ふ
れ

合
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
、
会
場
に
は
地
場
の
野
菜
や

特
産
品
、
消
費
者
連
絡
会
推
薦
の
三

陸
産
乾
物
な
ど
の
売
り
場
が
設
け
ら

れ
た
ほ
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

や
当
日
５
件
の
出
展
が
あ
っ
た
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、破
格
値
で
提
供

さ
れ
た
商
品
を
求
め
て
多
く
の
来
場

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
食
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

『
大
豆
を
も
っ
と
食
べ
よ
う
』
を
テ

ー
マ
に
、
黒
豆
ご
は
ん
や
黒
豆
ポ
タ

ー
ジ
ュ
な
ど
を
提
供
し
、
試
食
を
味

わ
い
な
が
ら
大
豆
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
し
た
。

　
訪
れ
た
大
勢
の
町
民
は
、
楽
し
み

な
が
ら
生
活
に
役
立
つ
知
恵
や
情
報

を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

１
、
『
う
ま
い
話
、こ
の
世
に
な
い
！
』

２
、
ド
ア
を
開
け
る
前
に
ま
ず
目
的

　
　
を
聞
く

３
、
『
話
だ
け
で
も
聞
い
て
み
よ
う
』

　
　
は
キ
ケ
ン
！

４
、
点
検
を
装
う
業
者
、
気
を
つ
け

　
　
て

５
、
う
ま
す
ぎ
る
も
う
け
話
に
は
、

　
　
落
と
し
穴

６
、
身
の
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
応

　
　
じ
な
い

７
、
疑
お
う
、
人
の
ふ
と
こ
ろ
聞
く

　
　
業
者

８
、
勇
気
を
出
し
て
き
っ
ぱ
り
断
ろ

　
　
う
！

９
、
し
つ
こ
く
言
い
寄
る
相
手
に
は

　
　
１
１
０
番

10
、
簡
単
に
署
名
、
押
印
せ
ず
『
契

　
　
約
は
急
が
ず
慎
重
に
！
』

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
11
月
の
休
館
日

12
日
・
19
日
・
26
日
・
12
月
３
日

祝
日
・
11
月
23
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76-

２
１
０
０

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75-

４
７
０
２

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

生
活
の
知
恵
や
情
報
を
提
供

第
27
回
消
費
生
活
展
が
開
催

だ
ま
さ
れ
な
い
10
カ
状

　国道37号沿いにある入江１区４班のゴミス

テーションが、きれいな木製のステーション

に生まれ変わりました。

　同区在住の岡田春夫さんが、約１週間かけて、

ボランティアで製作したもので、高さ約1.5m、

長さ約1.2m、奥行きが約0.9mの大きさです。

「古くなって、汚れが目立ってきている」こ

とが、以前から気になっていたこともあり、

大工生活50年の腕を生かして、このたび作り

上げ、９月の中旬に設置しました。

　岡田さんは「町にお世話になっているので、

恩返しの気持ちもあって作りました」と謙虚

にその意図を話してくれました。

入江１区に木製の新しい
ゴミステーションを設置

　
酸
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名
産
品

を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
７
５
ｇ
　
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
７
５
ｇ
　
　
５
０
０
円

　
毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
　
76-

４
５
８
９

温
泉
　
岡
村
宅
　 

　
75-

２
７
０
４

役
場
産
業
課
　   

　
74-

３
０
０
５

新しくなった木製のゴミステーション新しくなった木製のゴミステーション


